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私たちは地域に根差し、環境にやさしい社会を創造し続けます。 

人々の暮らしの質の向上に貢献し、発展し続ける企業を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会、顧客から信頼され、この地域に無くてはならない存在であり続けます。 

 

1.お客様に対し 

当社に任せてよかったと思って頂けるよう、常に最高のサービスと技術を提供します。 

お客様の声を真摯に受け止め、サービス向上に努めます。 

  

2.社会に対し 

事業活動に関わる関係法令、社会規範、社内ルールを順守し、社会的良識に従った行動

を行います。 

持続可能な社会の実現に向け、積極的に地球環境の保全に取り組みます。 

当社は、1990年の創業以来、「まちのきれいな水環境」を守り続けてきました。    

中津市に住む方々が、安心して清潔な水をご利用いただけるよう、浄化槽の維

持管理や産業廃棄物の収集運搬業を通じ、日々環境整備に努めています。 

 

私たちは地域社会、お客様から信頼され、この地域に無くてはならない存在であ

り続けるという使命を果たすべく、最高のサービスと技術力の向上に、全力で取り

組んでいます。 

決して華やかな業界ではありませんが、縁の下の力持ちとして、今後も地域の皆

さまが快適に暮らすことが出来るよう、新たな価値を創造し、企業としての社会

的責任を果たして参りたいと思います。 

代表取締役 

原 彩乃 

 

私たちは地域に根差し、環境にやさしい社会を創造し続けます。 

人々の暮らしの質の向上に貢献し、発展し続ける企業を目指します。 

当社の存在意義、使命（Mission） 

 

地域社会、顧客から信頼され、この地域に無くてはならない存在であり続けます。 

 

1.お客様に対し 

・当社に任せてよかったと思って頂けるよう、常に最高のサービスと技術を提供します。 

・お客様の声を真摯に受け止め、サービス向上に努めます。 

 

2.社会に対し 

・事業活動に関わる関係法令、社会規範、社内ルールを順守し、社会的良識に従った行動を行います。 

・持続可能な社会の実現に向け、積極的に地球環境の保全に取り組みます。 

 

3.社員・家族に対し 

・社員一人ひとりの自主性を尊重し、コミュニケーション豊かな企業風土を醸成します。 

・社員が自らの能力を発揮し、相互に活かしあう仕組みづくりを構築し、ともに成長することを目指します。 

目指す方向性（Vision） 
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１．事業概要 

 

1-1  事業所名及び代表者名 

      会社名：有限会社 寿浄化槽センター 

      代表者：代表取締役 原 彩乃 

   

1-2  沿革 

      設立：平成 2年 8月 27日 

      資本金：3,000千円 

 

1-3  所在地 

      本社及び車庫 

      〒871-0162   大分県中津市大字永添 1150番地の 1 

      第二車庫 

      〒871-0151  大分県中津市大悟法小野間 829-5 

 

1-4   環境管理責任者 

        統括部長 大井手祐太   

        連絡先  TEL：0979-24-0755   FAX：0979-23-5317 

URL：https://nakatu.biz/ 

 

1-5   事業内容 

し尿汲み取り業、浄化槽の清掃・保守及び点検業、 

産業廃棄物の収集・運搬業務、側溝・排水清掃業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

当社は、し尿汲み取りを生業としている (有) 中津清潔社と、 

相互に連携・協力し合うことで、地域の皆様の水生活環境を支えています。 

 

し尿汲み取り 浄化槽清掃 

保守点検 

産業廃棄物収集運搬

取 

側溝清掃、配管清掃

廃棄 

https://nakatu.biz/
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1-6   事業規模 

        売上高：売上区分 A（5億円未満） 

        従業員数：10人 

        保有車両：10台 

        延床面積：479.72㎡ 

 

 

1-7  許可登録の内容 

① 一般廃棄物収集運搬業、浄化槽清掃・保守点検業許可一覧 

官公庁許可・登録 許可・登録番号 許可・登録年月日 有効年月日 

一般廃棄物収集運搬業 中清管セ許可第 105号 令和 4年 4月 1日 令和 6年 3月 31日 

一般廃棄物処理業 中清管許可第 023号 令和 4年 4月 1日 令和 6年 3月 31日 

浄化槽清掃業   中津セ許可第 112号 令和 4年 4月 1日 令和 6年 3月 31日 

浄化槽保守点検業 第 155号 令和 4年 10月 23日 令和 7年 10月 22日 

 

 

② 産業廃棄物収集運搬業許可一覧 

許可県名 許可番号 許可年月日 有効年月日 

福岡県 第 04418123030号 令和 2年 11月 28日 令和 7年 11月 27日 

大分県 第 04000123030号 令和 2年 11月 28日 令和 7年 11月 27日 

・許可品目 ： 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ （計 4品目） 

・事業の範囲 ： 収集運搬 （積替え・保管を含まない） 

 

 

1-8  処理実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物収集運搬量：6,024t（2023年 3月末） 

 

 
産業廃棄物収集運搬量：119t（2023 年 3月末） 

 

 

収集運搬量：6,143t 

（2023年 3月末） 
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1-9  保有車両の状況 

 

 

 

 

 

 

 

バキューム車（浄化槽清掃）   軽トラック（浄化槽保守点検）   産業廃棄物収集運搬車 

名称 最大積載量（t) 燃料 台数 

バキューム車 2t 軽油 1 

バキューム車 3t 軽油 2 

軽トラック 0.3t ガソリン 4 

産業廃棄物収集車 4t 軽油 1 

強力吸引車 2t 軽油 1 

乗用車 0.3t ガソリン 1 

計 10台                  ※2023 年 4 月 1 日時点 

 

1-10  対象範囲（認証・登録の対象範囲） 

登録組織名：有限会社 寿浄化槽センター 

対象事業所：本社・車庫、第二車庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-11  収集運搬料金 

       浄化槽：お住まいの人数や浄化槽の型式、維持管理の回数により異なります。 

         産業廃棄物：種類や性状、重量により異なります。 

      ※サービスのご依頼、無料お見積もり、その他のお問合せは、お電話または FAX にてご連絡ください。 

第二車庫（離れ） 事務所内車庫 
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２．エコアクション２１実施体制（2023年 4月現在） 

 

 
エコアクション 21に関する役割と責任及び権限 

役割・責任・権限 

代表者 

 ・環境経営に関する統括責任者       

 ・環境経営に必要な経営資源（人・物・資金）を準備   

 ・環境経営方針の策定・見直しを行い、全社員へ周知させる 

 ・環境経営システムの構築、実施、管理     

 ・環境関連法規の取りまとめ、環境経営目標、環境経営計画書の作成 

 ・環境活動の実績集計、全体の評価及び目標見直しを実施 

 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

 ・環境経営レポートの作成      

環境管理責任者 

 ・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告    

 ・環境関連法規等取りまとめ表の見直しと遵守評価の実施   

 ・各部門の社員に対する教育訓練の実施    

 ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口    

部門責任者 

 ・環境管理責任者の補佐         

 ・自部門における環境経営方針の周知     

 ・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施   

全社員 
 ・環境方針の理解と、環境への取り組みの重要性を自覚する 

 ・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動に参加する 

代表取締役

原 彩乃

取締役副社長

原 裕太

環境管理責任者

大井手 祐太

現場

6名

事務

2名
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３．環境経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 経 営 方 針 

基本理念 

有限会社 寿浄化槽センターは、「このまちが好き。きれいなまちが好き。限りある資源を大切にし、 

きれいなまちづくりに貢献します」という企業理念のもと、環境の保全を経営の重要課題の一つと位置付

けて、環境経営システムの構築、運用により継続的改善を着実に進めていきます。 

 

私たちは地域に根差し、環境に優しい社会を創造し続ける事を使命と考えています。 

地域のお客様の「快適な暮らし」と「水環境保全」の実現のため、自主的、積極的に環境への取り組

みを推進して参りたいと思います。 

 

基本方針 

1. 事業活動に伴う環境負荷の低減や環境改善を目指し、次の事項について取り組みます。 

1) 事業所における電力使用量の削減に努めます。 

2) 収集運搬車両の消費燃料を削減し、省エネルギーと排ガスの抑制に努めます。 

3) 廃棄物の排出量を最小限に抑制します。 

4) 水資源を大切にし、節水活動に努めます。 

5) オフィス用品のグリーン購入を推進します。 

 

2. 事業活動に関わる環境関連法規及び条例等を遵守します。 

3. 全社員が自主的・積極的に環境負荷活動を実践できるように、本方針を周知徹底します。 

4. この環境経営方針は社外にも公表します。 

 

制定日 2022年 4月 1日 

有限会社 寿浄化槽センター 

代表取締役  原 彩乃     
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４．環境経営目標 

 

当社はエコアクション 21に基づく環境経営システムを構築し、以下の環境経営目標を定めた上で、目標達成に

向けた活動に取り組んでいます。本年度（2022年度）における目標は、赤枠部分となります。 

 

環境経営目標の項目 単位 
基準年 

2021 年度 

目標 

2022 年度

（1%削減） 

2023 年度 

（2%削減） 

2024 年度 

（3%削減） 

Ⅰ.

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

（1） 

電気使用量の削減 

kWh 13,841.0 13,702.6 13,564.2 13,425.8 

㎏‐CO₂ 5,208.7 5,156.6 5,104.5 5,052.4 

（2） 

ガソリン使用量削減 

ℓ 2,390.3 2,366.4 2,342.5 2,318.6 

㎏‐CO₂ 5,545.4 5,490.0 5,434.5 5,379.1 

（3） 

軽油使用量の削減 

ℓ 9,777.5 9,679.7 9,581.9 9,484.1 

㎏‐CO₂ 25,225.8 24,973.6 24,721.3 24,469.0 

合計 ㎏‐CO₂ 35,979.9 35,620.1 35,260.3 34,900.5 

Ⅱ.一般廃棄物排出量の削減 

(1) コピー用紙の削減 
枚 データなし 現状把握 前年実績以下 前年実績以下 

Ⅲ.水使用量の削減 

(1) 上水使用量の削減 
m³ 56.0 55.4 54.9 54.3 

Ⅳ.環境配慮活動の推進 

(1) グリーン購入の推進 

(2) 5S の徹底 

- 未実施 計画の遵守 計画の遵守 

- 未実施 計画の遵守 計画の遵守 

 

※二酸化炭素排出係数は、0.479kg-CO2／kWh（九州電力 2020年度・調整後）を使用。 

※化学物質の使用はありません。 
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５．環境経営計画 

取組み期間：2022年 4月～2023年 3月 

 

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減  

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 対象部門 

 

1 電気使用量の削減 
◇ 空調の適正化（冷房 26℃、暖房 23℃） 現場/事務  

◇ 夜間照明や残業時における室内照明の最小化 事務  

2 ガソリン・軽油使用量の削減 

◇ 急発進や急停車を抑制し、エコドライブを徹底する 現場  

◇ 効率的な収集運搬ルートの確立 現場  

◇ 定期的な自主点検、メンテナンスの実施 現場  

  
 

 
 

Ⅱ．一般廃棄物排出量の削減 
 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 コピー用紙の削減 

◇ 社内文書の電子化 事務  

◇ 両面印刷の推進 事務  

◇ ミスした用紙は裏面をメモ用紙として再利用 事務  

  
   

Ⅲ．水使用量の削減 
 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 上水使用量の削減 
◇ 節水意識の徹底 現場/事務  

◇ 水道を必要以上に使い過ぎない 現場/事務  

     

Ⅳ．環境配慮活動の推進 

 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 グリーン購入の推進 ◇ オフィス用品を中心に、グリーン購入を促進 事務  

2 
5S の徹底 

（整理・整頓・清掃・清潔・躾） 

◇ 身の回りの物を整理・整頓し、不要なものは廃棄 現場/事務  

◇ 定期的に清掃を行い、職場環境を清潔に保つ 現場/事務  
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６．環境経営目標と実績 

 

環境経営目標の項目 

基準年度 2022年度 

評価 
実績 

（21.4～22.3) 

目標 

（1%削減) 
実績 

Ⅰ.二酸化炭素排出量削減 
35979.9 

(㎏‐CO₂) 

35620.1 

(㎏‐CO₂) 

34975.1 

(㎏‐CO₂) 

〇 

※達成率 102% 

  

(1) 電気使用量の削減 
13841.0 

(kWh) 

13702.6 

(kWh) 

12593.0 

(kWh) 

◎ 

※達成率 109% 

(2) ガソリン使用量削減 
2390.3 

(ℓ) 

2366.4 

(ℓ) 

2304.2 

(ℓ) 

〇 

※達成率 103% 

(3) 軽油使用量の削減 
9777.5 

(ℓ) 

9679.7 

(ℓ) 

9146.3 

(ℓ) 

◎ 

※達成率 106% 

Ⅱ.一般廃棄物排出量の削減 

  コピー用紙の削減 ― 現状把握 
36,613 

(枚) 
〇 

Ⅲ.水使用量の削減 

  上水使用量の削減 
56.0 

(m³) 

55.4 

(m³) 

46.5 

(m³) 

◎ 

※達成率 119% 

Ⅳ.環境配慮活動の推進 

  

グリーン購入の推進 ― 事務用品を中心に購入比率向上促進 △ 

5S の徹底 ― 
定期清掃の促進 

整理整頓、不要なものは廃棄 
〇 

※評価欄の判定基準は、目標大幅達成（達成率 5%以上）＝◎、目標達成＝〇、 

目標未達ではあるが基準年度比を上回る＝△、目標未達＝× と設定している。 
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７．環境活動計画の取組み結果とその評価 

て 

Ⅰ-(1) 電気使用量の削減 (kWh)  

 

 

取組目標 実施状況 

①空調の適正化（冷房 26℃、暖房 23℃） 〇 

②夜間照明や残業時における室内照明の最小化 〇 

 

評価 

昨年度（基準年度）に比べ、▲9%消費電力を削減することが出来ました。 

主な取組みとしては、以下の通りです。 

⚫ 電気料金プランの見直し（社内活動時間に沿った契約に変更） 

⚫ エアコン用リモコンに「冷房 26℃、暖房 23℃」シールを貼って注意喚起（取組み目標①） 

⚫ エアコン風下に扇風機を置いて、空気を循環させる 

⚫ 春～秋にかけて現場用の麦茶を提供（クーラーとの相乗効果） 

⚫ 日中の日射しを遮るために、ブラインドカーテンを取り付け 

⚫ 屋外にソーラーパネル式センサーライトを導入（取組み目標②） 

⚫ 通気性の良い夏用の作業着を支給 

⚫ 残業/早朝出社時において、室内照明を半分間引きする（取組み目標②） 

会社一丸となり、出来る事から一つずつ着実に、消費電力を抑える取り組みを実施してきました。現場作業員の

健康にも配慮しつつ、上手に節電する事が出来たのではと感じています。

 

 

1Q 2Q 3Q 4Q 期間計

目標値 3,356 3,665 3,283 3,399 13,703

実績 2,838 3,641 2,971 3,143 12,593

削減率 -15.4% -0.7% -9.5% -7.5% -8.1%

-15.4%

-0.7%

-9.5%

-7.5%

-8.1%

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

0

4000

8000

12000
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■節電の取組み～ブラインドカーテンの導入、空調の適温化～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラインドカーテンのお陰で、エアコンの効きが良くなった気が・・！？ 

 

体調管理もしつつ、社員一丸となり節電に取り組んでます。 

扇風機×エアコンで空気の循環を良くしています◎ 

麦茶でクールダウン 
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Ⅰ-(2),(3) ガソリン・軽油使用量の削減 (ℓ)  

  

 

取組目標 実施状況 

①急発進や急停車を抑制し、エコドライブを徹底する 〇 

②効率的な収集運搬ルートの確立 〇 

③定期的な自主点検、メンテナンスの実施 〇 

 

評価 

■ガソリン（浄化槽保守点検車、営業車） 

上半期は、業務量の増加に伴い、ガソリン使用量も増

加しましたが、3Q 以降は大きく使用量を削減する事が

できました。（昨対比▲3.6％削減）これは 11月に省

エネ対策として低燃費車に買い替えたことが、一番の要

因であると考えています。 

また環境にも配慮して、アイドリングストップを意識して行

うようになったと、当社ドライバーより意見を頂いていま

す。 

■軽油（バキューム車） 

毎朝のアルコールチェック時や、月末メンテナンス時にて、

急加速や急停車を防止するよう呼びかけるとともに、定

期的にタイヤ空気圧を確認してもらう等、継続して注意

喚起を行ってきました。少しずつエコ運転が定着してきた

気がしています。 

また取引先より、燃費向上のコツについて定期的に情

報を頂いているため、日々の取組みに活かすことが出来

ているのではと感じています。 

1Q 2Q 3Q 4Q 期間計

目標値 514.0 686.6 591.0 574.8 2,366.4

実績 533.7 716.6 547.3 506.6 2,304.2

削減率 3.8% 4.4% -7.4% -11.9% -2.6%

3.8%
4.4%

-7.4%
-11.9%

-2.6%

-20%

-10%

0%

10%

0

600

1200

1800

2400

1Q 2Q 3Q 4Q 期間計

目標値 2,528.0 2,618.3 2,173.9 2,359.5 9,679.7

実績 2,229.0 2,506.1 2,318.5 2,092.6 9,146.3

削減率 -11.8% -4.3% 6.6% -11.3% -5.5%

-11.8%
-4.3%

6.6%

-11.3% -5.5%

-20%

-10%

0%

10%

0

2500

5000

7500

10000

5.5%減！ 

2.6%減！ 
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■燃費向上の取組み～エコ運転シール＆安全運転管理者／エコドライブ 10～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■燃費向上の取組み～低燃費車に買い替え～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコ運転シールで注意喚起！ 

Before

After

アクセル、ブレーキ操作などの運転状況や、道路勾配を総合的に判断して、燃費抑制する機能も搭載！ 

ガソリン代が月額 5,000円ほどお安くなりました！ 

安全運転管理者は、年 1回の安全運転

講習に参加し、重要事項は全体 MTGで

共有しています。 
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Ⅱ 一般廃棄物排出量の削減 ～コピー用紙の削減～ 

 

 

取組目標 実施状況 

①社内文書の電子化 △ 

②両面印刷の推進 〇 

③ミスした用紙は裏面をメモ用紙として再利用 〇 

 

評価 

そもそもどの程度、廃棄物が発生しているか把握出来ていなかったため、まずはコピー用紙の使用量を把握することか

ら始めました。EA21 開始と同時に、伝言メモの印刷を原則廃止し、LINE WORKS を活用して社内連絡を行う

等、年間を通じてペーパーレス化への取り組みを推進してきました。 

今後も給与明細や重要書類の控えを電子化するなど、紙類の廃棄量削減に向けて見直しを図っていく予定です。 

この一年を通じて、月に約 3,000 枚コピー用紙を使用している事が把握できたため、次年度はコピー用紙だけでなく

ゴミ袋の削減にも着目し、活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9,300 9,408 9,287 8,618 

36,613 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

1Q 2Q 3Q 4Q 期間計

コピー用紙使用量（枚）

一か月に 

約 3,000枚 使用 

不要な紙の裏面を 

メモ帳にしています！ 
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Ⅲ 水使用量の削減（㎥） 

 

 

取組目標 実施状況 

①節水意識の徹底 〇 

②水道を必要以上に使い過ぎない 〇 

 

評価 

個人の節水に対する意識はもともと高く、水道の水を出しっぱなしにせず、こまめに蛇口を止めるようにしている様子が

伺えます。また節水機能が付いている蛇口用シャワーヘッドを取り付けて、水使用量を最小限にする努力を行ってき

ました。これ以上の削減は難しいため、個々の出来る範囲で節水に取り組んでいきたいと思います。 

 

■排水処理～浄化槽の適切な維持管理を実施～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1Q 2Q 3Q 4Q 期間計

目標値 14.9 15.8 12.9 11.9 55.4

実績 12.0 12.5 11.0 11.0 46.5

削減率 -19.2% -21.1% -14.5% -7.4% -16.1%

-19.2%
-21.1%

-14.5%

-7.4%

-16.1%

-30%

-20%

-10%

0%

0

20

40

60

勿論自社（事務所）において

も、浄化槽の適切な維持管理を

行っています！ 

■清掃 

年 1（11 月） 

■保守点検 

年 4回（2,5,8,11月） 
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Ⅳ．環境配慮活動の推進 

取組目標 実施状況 

グリーン購入の推進 ①事務用品のグリーン購入を促進 △ 

5Sの徹底 

（整理・整頓・清掃・清潔・躾） 

②身の回りの物を整理・整頓し、不要なものは廃棄する △ 

③定期的に清掃を行い、職場環境を清潔に保つ △ 

 

評価 

「事務用品」のグリーン購入促進を掲げていましたが、そもそも事務用品はストックが多く、買い足しする機会が少なか

ったため、十分な成果を得る事は出来ませんでした。ただ洗剤など、詰め替え可能な日用品に関しては、環境負荷

の少ない包装容器を選ぶよう心掛けているため、資源削減にも繋がっていると感じています。 

一方で、5S の徹底に関しては、未だ課題が残っています。現在は毎朝、社員全員で会社の敷地内の清掃活動を

行っていますが、会社周辺の歩道や路肩まで清掃を行う余裕がない時も増えてきました。今後は社内だけでなく、社

外においても清掃範囲を広げていければと思っています。 

 

■5S促進～社内掲示ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        日々の清掃活動          ゴミの分別～整理整頓      グリーン購入～在庫確認 

 理
いらないものは てましたか？

  
後 付けをしましたか？

  
ゴミや汚れはないですか？

  
キレイな状態は保ててますか？

 （  化）
決められたことは守 う！

   とりの  けで、  環境   く わります

一つでも がついたら、今す  付けよう！！！
 必要なものを取り出すのに10 はかかる
  日以上使っていないものが置きっぱなし
 キレイに えて べればいいと思っている
  てるのは「もったいない」と思ってしまう
 家族の家事を手伝って、負担を減らしてあげたいと思う

有限会社中津清潔社、有限会社寿浄化槽センター  月末のメンテナンス後は、部屋の掃 をしまし う
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８．環境関連法規等の遵守状況の評価・結果、違反訴訟等の有無 

 

当社に適用される環境関連法規とその遵守状況について、過去 12 ヶ月間の評価を行った結果、違反はあり

ませんでした。関係当局からの違反等の指摘、近隣住民からの苦情や訴訟もありませんでした。 

 

 

 

 

 

                                            

適用される法規制等 適応される事項 遵守状況 

環境基本法 公害防止、自然環境保全、廃棄物の適正処理 〇 

廃棄物処理及び清掃に関する法律 

一般廃棄物収集運搬業の許可更新（2年毎） 〇 

産業廃棄物収集運搬業の許可更新（5年毎） 〇 

廃棄物置場の適正保管（表示看板設置） 〇 

マニフェストの記録・保管等（保管期間 5年間） 〇 

廃棄物の適正処理 〇 

浄化槽法  

浄化槽清掃業の許可更新（2年毎） 〇 

浄化槽保守・点検業の許可更新（3年毎） 〇 

保守点検及び記録表の交付（3年保管） 〇 

(自社)11条法定検査、他 〇 

中津市環境基本条例 事業者の責務 〇 

道路交通法 

安全運転義務（第 70条） 〇 

アルコールチェック義務化（第 9条） 〇 

車両点検整備の義務（第 48条） 〇 

自動車リサイクル法 使用済自動車の引き渡し - 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の引き渡し - 

グリーン購入法 環境物品への需要の転換（第 5条） 〇 

労働安全衛生法 

労働者の安全と健康の確保（第 3条） 〇 

快適な職場環境の形成（第 71条） 〇 

健康診断の実施（第 66条） 〇 

 

 

 

 

〇：遵守、 ×：非遵守、 －：該当なし 
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９．緊急事態対応訓練の状況                                

 

会社の敷地内・社外において、バキューム車のエンジンオイル漏れが発生した場合を想定し、対応手順書を策

定しました（保管期間：3年間）。その後、22年 6月 29日には緊急事態の対応訓練を実施しています。 

 

緊急時の対応手順 

① オイル漏れ発生 
オイル漏れに気付いたらまずは深呼吸。焦って水を流したりしない。 

社内敷地内か社外かで対応が異なるため、的確に状況判断を行う。 

 

② 応急処置 
布ウエスで拭き取り、直ちに応急処置を行う。車内に布ウエスが無い場合、タ

オル等を代用しオイルを拭き取る。必要に応じ地域住民の応援要請を行う。 

 

③ 社内連絡 

応急処置後、環境管理責任者（統括部長）へ連絡して指示を仰 。 

社外の場合は、事故発生の場所や現状を把握するため、写真や動画を撮る

等して情報収集・共有に努める。 

 

④ 社外への対応 

オイルの拭き取りだけでは対処が出来ない場合、自動車整備会社へ連絡し

て指示を仰 。必要に応じて、各行政機関（警察署、保健所、消防署

等）に報告する。  

 

⑤ 安全の確保 

二次災害を防 ため、火災の原因となる恐れのあるものは使用しない。社外

での現場待機時には、自身の安全は勿論、お客様に被害が及ばない様に配

慮する。バキューム車を停止することで交通渋滞が起きてしまった場合には、

積極的に交通整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  収束後には、オイルを補充する       ウエスは専用容器に入れ廃棄  
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９．エコアクション 21活動推進に向けて 

 

2022 年 3 月 31 日の全体会議の中で、エコアクション 21 の概要や活動方針、今後の計画について説明を行

いました。その後も、(株)モリタエコノス様のご協力のもと、 バキューム車の適正なメンテナンス方法についてご指

導いただく等、環境配慮の意識を高めてもらうための活動を推進してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

エコアクション 21会議の様子                     バキューム車のメンテナンス指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄化槽の水質管理計測器のメンテナンス講習会～長期的使用のコツについてご指導いただきました 
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10．代表者による全体の評価と見直しの結果 

■代表者による全体の評価 

 

 

＜環境経営目標と実績＞ 

エコアクション 21 の目標として、①二酸化炭素排出量の削減、②一般廃棄物排出量の削減、③水使用量の

削減、④環境配慮活動の推進を掲げておりましたが、初年度にも関わらず、全ての目標を達成（達成率 102

～119%）する事が出来ましたね。3 月末の Kick off meeting にて、全員で目標と取るべき行動計画を共有

しましたが、単に目標を追うだけでなく、「何故この活動をする必要があるのか？」という意識を持ちながら行動に

落とし込むことが出来ていたからこそ、大きな成果に繋がったのではと考えています。次年度においても、全社員で

協力し合いながら、着実に成果に結びつけていければと思います。 

 

 

 

 

＜次年度における環境活動計画＞ 

①二酸化炭素排出量の削減 

今年度も様々な取り組みにより、大幅に電気使用量を削減出来ておりましたが、次年度は、空調機のフィルタ

ー清掃の頻度を増やしてみてはいかがでし うか？ち っとした工夫の積み重ねを継続しまし う。 

 

②一般廃棄物排出量の削減 

今年度は、まずコピー用紙の使用量を把握する事から始めましたが、次のステップとして「ゴミ袋の使用枚数の把

握」を行う事が出来れば、今後の課題やチャンスが明確になるのではないでし うか。また事業内におけるゴミの

発生抑制対策を行うにあたり、「使い て用品の購入抑制」や「分別管理の徹底、再資源化の推進」等、

様々な取り組みが出来るかと思います。まずは出来る事から、行動に落とし込んでいきまし う。 

 

④環境配慮活動の推進 

次年度も、「5S 活動」を軸として、職場環境の改善や地域における環境活動を推進していきまし う。今年度

に関しては、浄化槽管理業務システムの導入に伴い、業務プロセスや情報管理に関する棚卸を行う事が出来

たかと思います。目に見えるものに対する活動（清掃活動や社内の整理整頓など）だけでなく、目に見えない

ものに対する活動（情報整理、点検など）も意識しながら、業務改善や効率化にも繋げていければと思います。 

 

今後も事業活動を通じて SDGs の達成にも貢献していき、積極的に環境保全活動を推進していきまし う。 
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■見直しの必要性判断と代表者の指示内容 

項目 
変更 

有無 
見直しの内容 

①環境経営方針 有 

【見直し指示】 「基本方針 1-5」を変更してください。 

理由：5S活動を軸とした活動方針へ転換するため。 

 

■変更前 

5)オフィス用品のグリーン購入を促進します」という方針を、以下に変更してください。 

■変更後 

5)5S 活動を通じて、職場環境の改善や地域における環境活動を推進していきます。 

②環境経営目標 有 

【見直し指示】 「Ⅱ一般廃棄物排出量の削減」における取組目標を追加してください。 

理由：コピー用紙だけでなく、事業所内全体のゴミ削減に取り組む必要があるため。 

 

■環境経営目標 - 取組み目標の追加 

「一般廃棄物排出量の削減」 - 「(２)ゴミの発生を抑制」  

■数値目標 

2023 年度：「ゴミ袋の使用枚数を把握」、2024 年度：「前年実績以下」 

【見直し指示】 「Ⅳ環境配慮活動の推進」における、取組み目標の修正を行ってください。 

理由：5S の徹底及び地域における環境活動の推進こそが、当社の優先課題であるため。 

 

■修正前：(1)グリーン購入の促進 

■修正後：(1)地域における環境活動の推進 

③環境経営計画 有 
【見直し指示】 2022年度の活動を踏まえた上で、一部計画を修正。 

※詳細は、次ページ参照。追加修正項目は、赤字で記載。 

④実施体制 無 現行の方向性で問題なし。 
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■2023年度における環境経営計画 

Ⅰ．二酸化炭素排出量の削減  

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 対象部門 

 

1 電気使用量の削減 

◇ 空調の適正化（冷房 26℃、暖房 23℃） 現場/事務  

◇ 夜間照明や残業時における室内照明の最小化 事務  

◇ 冷暖房器具の定期清掃 

（エアフィルタ等の清掃を年 2回以上実施する） 
現場/事務  

2 ガソリン・軽油使用量の削減 

◇ 急発進や急停車を抑制し、エコドライブを徹底する 現場  

◇ 効率的な収集運搬ルートの確立 現場  

◇ 定期的な自主点検、メンテナンスの実施 現場  

  
 

 
 

Ⅱ．一般廃棄物排出量の削減 
 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 コピー用紙の削減 

◇ 社内文書の電子化 事務  

◇ 両面印刷の推進 事務  

◇ ミスした用紙は裏面をメモ用紙として再利用 事務  

2 ゴミの発生を抑制 

◇ 使い て用品の購入を抑制 

（詰め替え商品の購入を促進） 
事務  

◇ 分別管理を確実に行い、再資源化を促進 現場/事務  

◇ マイボトルやマイカップ持参を推進 現場/事務  

  
   

Ⅲ．水使用量の削減 
 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 上水使用量の削減 

◇ 節水意識の徹底 現場/事務  

◇ 水道を必要以上に使い過ぎない 

（水の強さを意識して調整する） 
現場/事務  
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Ⅳ．環境配慮活動の推進 

 

 

取組目標 環境活動の具体的な取組み 担当者 

 

 

1 地域における環境活動の推進 

◇ 地域社会貢献活動の一環として、事務所周辺の

清掃活動を行う 
現場/事務  

◇ 浄化槽のお客様に対し、環境に配慮した浄化槽

の使い方に関する説明を丁寧に行う。汲み取り式

トイレから浄化槽への転換を推進する。 

現場/事務  

2 
5S の徹底 

（整理・整頓・清掃・清潔・躾） 

◇ 身の回りの物を整理・整頓し、不要なものは廃棄 現場/事務  

◇ 定期的に清掃を行い、職場環境を清潔に保つ 現場/事務  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 7月 1日 

有限会社 寿浄化槽センター  代表取締役 原 彩乃 

エコアクション 21の活動を通じて、SDGs達成への取組み・ 

サステナビリティ推進の取組みを強化して参りたいと思います！ 


